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窓
口
負
担
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割
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で
３
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千
円
増

窓
口
負
担
２
割
化
で
３
万
４
千
円
増

　

コ
ロ
ナ
禍
で

の
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
の
増
加
や

深
刻
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
11
月
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
撤
廃
の
国
際
デ

ー
」
だ
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ト
ル
ヒ
ー

ヨ
の
独
裁
政
権
に
反
対
し
た

活
動
家
ミ
ラ
バ
ル
姉
妹
が
１

９
６
０
年
11
月
25
日
に
暗
殺

さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
99

年
に
国
連
が
定
め
た
。

　

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
」
や

「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
の
広
が

り
は
、
性
暴
力
被
害
者
を
励

ま
し
て
い
る
。
一
方
で
、
性

暴
力
被
害
に
関
連
し
て
、

「
女
性
は
い
く
ら
で
も
嘘
を

つ
く
」
と
国
会
議
員
が
発
言

す
る
な
ど
、
逆
流
も
あ
る
。

　

２
０
１
７
年
に
は
１
１
０

年
前
に
作
ら
れ
た
日
本
の
刑

法
性
犯
罪
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
た
が
、「
公
訴
時
効
」
や

「
地
位
関
係
性
」
な
ど
は
変

更
が
見
送
ら
れ
た
。
今
年

は
、
見
送
ら
れ
た
項
目
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
る
年
だ

が
、
進
展
が
な
い
。

　

歯
科
衛
生
士
は
言
う
に
及

ば
ず
、
歯
科
医
師
国
家
試
験

合
格
者
の
４
割
を
女
性
が
占

め
る
歯
科
界
で
は
、
女
性
の

活
躍
が
不
可
欠
。
女
性
へ
の

暴
力
撤
廃
へ
、
歯
科
界
か
ら

も
声
を
広
げ
た
い
。 

（
Ｙ
）

歯科の数字

5504
　大阪府内の歯科医療機関の
2020年８月末概数は5504軒
で、前月から３軒減だった。

年齢階級別の１人当たりの窓口負担額（年） 75歳以上個人収入額の分布（％）

大
阪
選
出
国
会
議
員
に
陳
情

75
歳
の
窓
口
負
担
増
阻
止
へ

貧
困
層
に
は
冷
た
い
ま
な
ざ
し

共産・清水議員（左端）

立憲・村上議員（右から２人目）

後期高齢者の生活直撃後期高齢者の生活直撃

　

第
２
次
安
倍
政
権
が
２
０
１

２
年
12
月
に
誕
生
し
た
時
、
生

活
保
護
費
の
１
割
削
減
を
宣
言

し
た
こ
と
が
強
烈
に
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

る
生
活
保
護
費
を
13
年
、
15

年
、
18
年
と
相
次
い
で
カ
ッ
ト

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
７
年
８

カ
月
の
間
に
年
間
約
１
５
０
０

億
円
削
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

12
年
の
野
党
時
代
に
は
、
お

笑
い
芸
人
の
母
親
が
生
活
保
護

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
話
題

　

協
会
・
保
団
連
は
12
日
、

国
会
要
請
行
動
に
取
り
組

み
、
▽
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が

悪
化
す
る
歯
科
医
療
機
関
へ

の
財
政
支
援
▽
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
原
則
２
割
化
等
を

含
む
医
療
・
介
護
の
負
担
増

の
中
止
―
―
等
を
要
請
し

た
。
杉
本
叡
理
事
、
段
野
和

茂
理
事
が
参
加
し
、
大
阪
選

出
の
議
員
ら
に
「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名

　

安
倍
政
権
を
継
承
し
た
菅
政
権
が
進
め
る
医
療
・
介
護
の
負
担
増

計
画
で
は
、
75
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者
）
の
窓
口
負
担
の
原
則
１
割

か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
が
焦
点
の
一
つ
だ
。
高
齢
に
な
れ
ば
受
診

機
会
が
増
え
る
一
方
で
収
入
が
大
き
く
減
る
。
窓
口
負
担
増
は
高
齢

者
の
生
活
困
窮
や
受
診
控
え
に
直
結
す
る
。
後
期
高
齢
者
の
健
康
を

守
る
た
め
に
負
担
増
の
中
止
は
待
っ
た
な
し
だ
。

過
半
数
に
影
響

　

厚
労
省
は
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
が
医
療
機
関
で
支
払

う
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、

「
一
般
所
得
」
の
約
９
４
５

万
人
す
べ
て
を
現
行
の
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
た
場

合
、
平
均
で
現
在
の
年
８
万

１
千
円
か
ら
３
万
４
千
円
増

え
、
11
万
５
千
円
に
な
る
と

推
計
す
る
（
12
日
、
社
会
保

障
審
議
会
の
部
会
資
料
）。

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
で
は
所
得
が
「
現
役

並
み
」の
場
合
、３
割
と
な
る

が
、
そ
れ
以
外
の
「
一
般
」

と
「
低
所
得
者
」
の
場
合
は

１
割
だ
。「
一
般
」
は
全
体

の
52
％
を
占
め
て
お
り
、
厚

労
省
は
「
一
般
」
の
う
ち
、

２
割
負
担
に
す
る
所
得
基
準

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

１
割
で
も
重
い
負
担

　

支
出
に
占
め
る
医
療
費
の

割
合
が
多
い
後
期
高
齢
者
に

と
っ
て
窓
口
負
担
の
引
き
上

げ
は
現
役
世
代
よ
り
も
影
響

が
大
き
い
。
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
１
人
当
た
り
の
医
療

費
（
窓
口
負
担
額
）
は
、
窓

口
負
担
が
原
則
１
割
の
現
在

で
も
、
３
割
負
担
の
現
役
世

代
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る

（
図
）。
40
歳
代
が
１
人
当

た
り
約
３
万
３
千
〜
４
万
円

な
の
に
対
し
、
75
歳
以
上
で

は
現
行
の
負
担
割
合
で
も
６

万
４
千
〜
８
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
る
。
高
齢
者
は
、
複

数
の
疾
病
に
り
患
し
、
治
療

が
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る

た
め
だ
。

毎
月
赤
字
で
生
活

　

収
入
の
少
な
い
後
期
高
齢

者
世
代
に
２
割
負
担
を
押
し

付
け
れ
ば
、
生
活
費
を
直
撃

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら

か
だ
。
75
歳
以
上
の
高
齢
無

職
世
帯
の
家
計
収
支
を
み
る

と
、
２
人
以
上
世
帯
の
毎
月

の
可
処
分
所
得
は
平
均
20
万

８
０
０
０
円
余
り
し
か
な

く
、
毎
月
約
１
万
４
千
円
不

足
し
て
い
る
（
総
務
省
、
２

０
１
８
年
）。
後
期
高
齢
者

世
帯
は
貯
蓄
が
な
け
れ
ば
生

活
が
成
り
た
た
な
い
の
が
現

実
だ
。
窓
口
負
担
の
増
加
は

受
診
控
え
や
生
活
の
困
窮
に

直
結
し
か
ね
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
か
ら
医
療
を

遠
ざ
け
、
生
活
悪
化
を
招
く

負
担
増
は
許
さ
れ
な
い
。

の
紹
介
議
員
受
諾
を
要
請
し

た
。
清
水
忠
史
議
員
（
共

産
）
と
村
上
史
好
議
員
（
立

憲
）
が
面
談
に
応
じ
、
紹
介

議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

清
水
議
員
は
、「
感
染
拡

大
が
続
く
な
か
、
政
府
は
十

分
な
対
策
が
取
れ
て
い
な

い
。
発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
設
置
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
検
査
体
制
を
特
定

の
医
療
機
関
に
押
し
付
け
よ

う
と
し
て
い
る
。
予
備
費
が

ま
だ
７
兆
円
以
上
残
っ
て
お

り
、
医
療
現
場
へ
の
支
援
な

ど
の
対
策
に
全
力
を
注
ぐ
べ

き
だ
」
と
強
調
。「
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
、
医
療
・
介
護
の

負
担
増
を
推
し
進
め
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
今
こ
そ
国

民
の
命
と
健
康
を
第
一
と
す

る
国
づ
く
り
に
転
換
す
る
べ

き
だ
」
と
菅
政
権
へ
の
追
及

を
強
め
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

村
上
議
員
は
、「
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
医
療
に
か
か

れ
な
い
国
で
い
い
の
か
。
患

者
や
先
生
方
の
思
い
を
受
け

止
め
て
国
会
で
戦
っ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

保
団
連
は
同
日
、「
み
ん

な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」

署
名
提
出
国
会
内
集
会
を
開

に
な
り
、
自
民
党
の
片
山
さ
つ

き
衆
院
議
員
ら
が
国
会
で
取
り

上
げ
る
な
ど
し
て
バ
ッ
シ
ン

グ
。
政
権
復
帰
後
の
法
改
正

（
13
年
）
で
は
、
親
族
に
よ
る

扶
養
義
務
が
強
化
さ
れ
、
当
事

者
が
生
活
保
護
を
利
用
す
る
際

の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
７
年
８
カ
月
を

見
る
と
、
生
活
保
護
に
厳
し

く
、
貧
困
層
に
対
す
る
冷
た
い

ま
な
ざ
し
を
感
じ
ま
す
。

生
活
保
護
を
遠
ざ
け
る

　

一
方
で
、
生
活
困
窮
者
支
援

や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
法
整

備
を
し
て
お
り
、
何
も
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
給
付
型
の
奨
学
金
制
度

も
つ
く
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
貧
困
を
な
く
そ
う
と
頑
張

っ
た
運
動
の
反
映
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
政
策
も
不
十
分

と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
困
窮
者
支
援
法
で

創
設
さ
れ
た
小
口
資
金
の
貸
し

付
け
制
度
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

今
、
約
１
０
０
万
人
も
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
へ
行

く
前
の
段
階
で
手
当
て
す
る
と

い
う
の
が
建
前
で
、
返
済
の
見

通
し
が
立
つ
人
に
は
役
立
つ
制

度
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
生
活

再
建
の
展
望
が
な
い
人
に
ま
で

借
金
を
さ
せ
る
の
が
い
い
の
か

ど
う
か
で
す
。
本
来
は
、
生
活

保
護
を
利
用
し
た
方
が
い
い
の

に
「
そ
れ
だ
け
は
避
け
た
い
」

と
人
々
に
思
わ
せ
て
い
る
状
況

が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
給
付
型
奨
学
金
に

つ
い
て
も
対
象
者
は
ご
く
一
部

で
、
不
十
分
で
す
。

経
済
成
長
に
役
立
つ
か
？

　

な
ぜ
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な

る
の
か
と
言
え
ば
、
安
倍
政
権

の
対
策
が
「
経
済
成
長
に
資
す

る
か
ど
う
か
」
を
基
準
に
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
権
利
保
障
を

ベ
ー
ス
と
し
た
政
策
・
対
策
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

「
１
億
総
活
躍
社
会
」
と
い

い
ま
す
が
、
女
性
や
高
齢
者
の

中
で
頑
張
れ
る
人
は
応
援
す
る

け
ど
、
頑
張
れ
な
い
人
に
つ
い

て
は
考
慮
し
な
い
と
い
う
姿
勢

で
す
。
だ
か
ら
、
貧
困
対
策
で

支
援
を
契
機
に
救
わ
れ
る
人
が

い
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

か
ら
働
け
な
か
っ
た
り
、
頑
張

れ
な
か
っ
た
り
す
る
人
々
は
見

捨
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

は
結
局
、
生
活
保
護
費
を
削
ら

れ
た
だ
け
で
終
わ
り
ま
す
。
支

援
が
必
要
な
人
々
の
中
に
分
断

を
持
ち
込
む
施
策
な
の
で
す
。

あ
く
ま
で
自
助
が
基
本

　

安
倍
政
権
の
下
、
社
会
保
障

を
権
利
と
し
て
位
置
付
け
ず
、

「
自
助
」
を
基
本
に
、「
公

助
」
を
遠
ざ
け
る
政
治
が
続
き

ま
し
た
。
新
た
に
首
相
に
な
っ

た
菅
さ
ん
も
自
助
を
基
本
に
す

る
考
え
を
語
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
自
己
責
任
や
自
助
努
力

ば
か
り
を
強
調
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
貧
困
対
策
を
考
え
る
な

ら
、
ま
ず
公
助
が
必
要
で
す
。

生
活
が
安
定
し
て
初
め
て
努
力

や
個
々
の
頑
張
り
が
で
き
る
の

で
す
。
自
助
努
力
だ
け
を
優
先

す
る
対
策
で
は
何
も
解
決
で
き

ま
せ
ん
。

安倍 菅政権を問う NPO法人もやい
理事長　大西連

き
、
集
会
に
参
加
し
た
国
会

議
員
に
署
名
14
万
２
０
６
９

筆
を
託
し
た
。

11
・
12
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

【
本
人
面
談
】

衆
院
〈
立
憲
〉
村
上
史
好

〈
共
産
〉
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

岡
下
昌
平
、
佐
藤
ゆ
か
り
、

神
谷
昇
、
と
か
し
き
な
お

み
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、
竹
本

直
一
〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

伊
佐
進
一
、
浮
島
智
子
、
鰐

渕
洋
子
〈
立
憲
〉
辻
元
清

美
、
尾
辻
か
な
子
、
森
山
浩

行
〈
国
民
〉
平
野
博
文
、
浜

野
喜
史
、
矢
田
わ
か
子
〈
Ｎ

国
〉
丸
山
穂
高

参
院
〈
自
民
〉
松
川
る
い
、

太
田
房
江
〈
公
明
〉
山
本
香

苗
、
熊
野
正
士
〈
共
産
〉
山

下
芳
生
、
大
門
実
紀
史
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（万円）40～44

45～49

75～79

80～84

85～（歳）

3.3

4.0

6.4

7.5

8.4 50万円未満
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